
神
田
川
の
清
流
を
求
め
て

染
め
の
職
人
が
集
ま
っ
た

大
正
中
期
、
神
田
や
浅
草
の
染
色
業
者
が

神
田
川
の
清
流
を
求
め
て
移
転
し
て
き
た
こ

と
が
、
新
宿
区
の
染
色
業
の
始
ま
り
で
す
。

昭
和
に
入
り
神
田
川
と
妙
正
寺
川
を
は
さ
ん

で
工
房
が
増
え
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
反
物

を
川
で
洗
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
反
物

が
着
物
に
仕
上
が
る
ま
で
に
は
図
案
・
下

絵
、
糸
目
糊
置
き
、
引
染
、
湯
の
し
な
ど
の

12
工
程
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を

専
門
の
工
房
が
担
い
、
職
人
か
ら
職
人
へ
と

技
が
受
け
継
が
れ
ま
す
。
区
内
で
は
現
在
約

1
5
0
人
が
染
色
業
に
携
わ
り
、
印
刷
・
製

本
関
連
業
と
同
様
、
多
く
の
新
宿
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者
が
い
ま
す
。

新
宿
区
の
代
表
的
な
染
め

東
京
手
描
友
禅
と
東
京
染
小
紋

東
京
手
描
友
禅
は
京
都
、
加
賀
と
並
ぶ
三

大
友
禅
の
ひ
と
つ
で
、
友
禅
染
め
の
染
師
や

絵
師
が
京
都
か
ら
江
戸
に
移
り
住
み
、
独
自

の
発
展
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
分

業
制
の
京
都
や
加
賀
の
友
禅
染
め
と
は
異
な

り
、
一
人
の
職
人
が
全
工
程
を
担
う
こ
と
が

特
徴
で
、
職
人
の
個
性
が
作
品
の
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
染
小
紋
（
江
戸
小
紋
）
は
武
士
の
裃

の
型
染
め
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
無
地
と

見
紛
う
ほ
ど
の
細
か
な
文
様
が
特
徴
。
ど
ち

ら
も
着
物
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
洋
服
や
ス

カ
ー
フ
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
柄
と
し
て
も
活

用
さ
れ
ま
す
。
共
に
日
本
の
伝
統
工
芸
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
新
宿
区
内
に
も
伝
統
工
芸

士
が
い
ま
す
。

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

「
染
め
の
街
」
を
ア
ピ
ー
ル

新
宿
区
の
染
色
業
の
団
体
で
は
、
染
め
物

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
広
め
る
た
め
、
毎
年

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
７

月
下
旬
頃
に
は
神
田
川
の
親
水
テ
ラ
ス
を
会

場
に
、
川
で
染
め
物
の
水
洗
い
を
す
る
工
程

を
含
め
た
染
色
体
験
「
神
田
川
　
水
べ
の
染

め
体
験
」、
10
月
下
旬
頃
に
は
落
合
・
高
田

馬
場
・
早
稲
田
に
あ
る
工
房
の
見
学
と
染
色

体
験
「
お
江
戸
新
宿
・
紺
屋
め
ぐ
り
」、
２

月
下
旬
に
は
色
と
り
ど
り
の
反
物
を
妙
正
寺

川
の
上
に
架
け
渡
し
た
り
、
中
井
駅
周
辺
の

商
店
街
の
軒
先
に
染
色
作
家
の
暖
簾
を
飾
っ

て
街
ご
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
す
る
「
染
の
小

道
」（
主
催
・
染
の
小
道
実
行
委
員
会
）
な

ど
で
、
街
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

２つの地場産業の共同ブランド
「Azalée（アザリー）」

印刷・製本関連業と染色業が共同で取り組む街の活性化
プロジェクト。新宿区の花に制定されているツツジ
（Azalée）をモチーフに、染色の小紋柄を連想させる
ドットをアクセントに添えた「アザリーデザイン」を活用
した商品開発を行っています。
https://azalee-shinjuku.com
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印
刷
・
製
本
関
連
会
社
が
集
い

多
く
の
事
業
所
が
新
宿
に
開
設

新
宿
区
の
印
刷
・
製
本
関
連
業
は
、
明
治

19
（
1
8
8
6
）
年
に
秀
英
舎
（
現
在
の
大
日

本
印
刷
）
が
中
央
区
か
ら
市
谷
加
賀
町
に
移
っ

て
き
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
周
辺
に
出
版
、
印

刷
、
製
本
に
関
連
す
る
事
業
所
が
集
ま
り
、

文
京
区
と
並
び
東
京
都
を
代
表
す
る
集
積
地

と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
ピ
ー
ク
時
の
昭
和
50

（
1
9
7
5
）
年
に
は
、
区
内
に
1
3
8
4
事

業
所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
機
械
化
が

進
み
、
多
く
の
工
場
が
郊
外
へ
移
転
し
た
た
め

に
減
少
。
工
業
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
平
成
17

（
2
0
0
5
）
年
に
は
7
1
2
事
業
所
、
令
和

２
（
2
0
2
0
）
年
に
は
1
5
4
事
業
所
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
の
事
業
所
が
連
携
し

関
連
業
種
全
体
で
も
の
づ
く
り

新
宿
区
の
印
刷
・
製
本
関
連
業
は
、
紙
へ

の
印
刷
と
製
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
多
様

な
会
社
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
事
業
を
展
開

し
、
新
し
い
製
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
各
社
が
自
社
の
得
意
分
野
だ
け
で
な

く
、
関
連
他
社
が
ど
の
よ
う
な
技
術
を
持
っ

て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
関
連
業
種
全
体
と
し
て
仕
事
を
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
社
の
技
術
内
容
の
見
え
る
化
に
よ

り
、
互
い
に
足
り
な
い
部
分
を
補
い
合
い
な

が
ら
も
の
づ
く
り
を
続
け
、
新
宿
区
の
地
場

産
業
と
し
て
の
印
刷
・
製
本
関
連
業
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
御
朱
印
帳
に
代
表
さ
れ

る
和
綴
じ
製
本
の
注
文
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
和
綴
じ
製
本
は
、
新
宿
区
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
で
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
大
人
気
で

す
。
新
宿
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
技

術
者
を
対
象
と
し
た
「
新
宿
も
の
づ
く
り
マ

イ
ス
タ
ー
認
定
制
度
」
を
実
施
し
、
も
の
づ

く
り
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

機
械
化
で
き
な
い
手
仕
事
に

新
た
な
価
値
を
見
出
す

現
在
、
地
元
の
印
刷
・
製
本
関
連
会
社
が

手
が
け
る
製
品
の
中
で
注
目
を
集
め
て
い
る

の
が
、
手
加
工
を
中
心
と
し
た
製
品
で
す
。

た
と
え
ば
鋳
造
活
字
を
使
用
し
た
活
版
印

刷
。
活
字
に
こ
だ
わ
っ
た
名
刺
の
作
成
な
ど

に
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
御
朱
印

 「
印
刷
・
製
本
関
連
業
」と「
染
色
業
」が
連
携
し
、街
の
活
性
化
を
図
る

新
宿
区
は
西
口
の
高
層
ビ
ル
街
と
東
口
の
繁
華
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
緑
豊
か
な
住
宅
街
や
江
戸
情

緒
の
残
る
路
地
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
職
人
技
が
光
る
地
場
産
業
の
印
刷
・
製
本
関

連
業
と
染
色
業
、
そ
し
て
区
の
歴
史
を
継
承
す
る
文
化
財
を
「
お
た
か
ら
」
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

新
宿
区
の
地
場
産
業
と
文
化
財
保
護
制
度

第3回
新宿区

巻頭特集

2

活版印刷に使用する活字

大新宿区まつり 
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神
田
川
の
清
流
を
求
め
て

染
め
の
職
人
が
集
ま
っ
た

大
正
中
期
、
神
田
や
浅
草
の
染
色
業
者
が

神
田
川
の
清
流
を
求
め
て
移
転
し
て
き
た
こ

と
が
、
新
宿
区
の
染
色
業
の
始
ま
り
で
す
。

昭
和
に
入
り
神
田
川
と
妙
正
寺
川
を
は
さ
ん

で
工
房
が
増
え
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
反
物

を
川
で
洗
う
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
反
物

が
着
物
に
仕
上
が
る
ま
で
に
は
図
案
・
下

絵
、
糸
目
糊
置
き
、
引
染
、
湯
の
し
な
ど
の

12
工
程
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を

専
門
の
工
房
が
担
い
、
職
人
か
ら
職
人
へ
と

技
が
受
け
継
が
れ
ま
す
。
区
内
で
は
現
在
約

1
5
0
人
が
染
色
業
に
携
わ
り
、
印
刷
・
製

本
関
連
業
と
同
様
、
多
く
の
新
宿
も
の
づ
く

り
マ
イ
ス
タ
ー
認
定
者
が
い
ま
す
。

新
宿
区
の
代
表
的
な
染
め

東
京
手
描
友
禅
と
東
京
染
小
紋

東
京
手
描
友
禅
は
京
都
、
加
賀
と
並
ぶ
三

大
友
禅
の
ひ
と
つ
で
、
友
禅
染
め
の
染
師
や

絵
師
が
京
都
か
ら
江
戸
に
移
り
住
み
、
独
自

の
発
展
を
遂
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
分

業
制
の
京
都
や
加
賀
の
友
禅
染
め
と
は
異
な

り
、
一
人
の
職
人
が
全
工
程
を
担
う
こ
と
が

特
徴
で
、
職
人
の
個
性
が
作
品
の
魅
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
染
小
紋
（
江
戸
小
紋
）
は
武
士
の
裃

の
型
染
め
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
無
地
と

見
紛
う
ほ
ど
の
細
か
な
文
様
が
特
徴
。
ど
ち

ら
も
着
物
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
洋
服
や
ス

カ
ー
フ
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
柄
と
し
て
も
活

用
さ
れ
ま
す
。
共
に
日
本
の
伝
統
工
芸
に
認

定
さ
れ
て
お
り
、
新
宿
区
内
に
も
伝
統
工
芸

士
が
い
ま
す
。

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

「
染
め
の
街
」
を
ア
ピ
ー
ル

新
宿
区
の
染
色
業
の
団
体
で
は
、
染
め
物

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
広
め
る
た
め
、
毎
年

数
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
７

月
下
旬
頃
に
は
神
田
川
の
親
水
テ
ラ
ス
を
会

場
に
、
川
で
染
め
物
の
水
洗
い
を
す
る
工
程

を
含
め
た
染
色
体
験
「
神
田
川
　
水
べ
の
染

め
体
験
」、
10
月
下
旬
頃
に
は
落
合
・
高
田

馬
場
・
早
稲
田
に
あ
る
工
房
の
見
学
と
染
色

体
験
「
お
江
戸
新
宿
・
紺
屋
め
ぐ
り
」、
２

月
下
旬
に
は
色
と
り
ど
り
の
反
物
を
妙
正
寺

川
の
上
に
架
け
渡
し
た
り
、
中
井
駅
周
辺
の

商
店
街
の
軒
先
に
染
色
作
家
の
暖
簾
を
飾
っ

て
街
ご
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
す
る
「
染
の
小

道
」（
主
催
・
染
の
小
道
実
行
委
員
会
）
な

ど
で
、
街
全
体
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

２つの地場産業の共同ブランド
「Azalée（アザリー）」

印刷・製本関連業と染色業が共同で取り組む街の活性化
プロジェクト。新宿区の花に制定されているツツジ
（Azalée）をモチーフに、染色の小紋柄を連想させる
ドットをアクセントに添えた「アザリーデザイン」を活用
した商品開発を行っています。
https://azalee-shinjuku.com
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新宿区の「おたから」を
検索できる

新宿文化観光資源案内サイト
「温故知しん！じゅく散歩」
をぜひご覧ください。

「
文
豪
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
地
」

新
宿
区
指
定
文
化
財

夏
目
漱
石
誕
生
の
地

明
治
の
文
豪
夏
目
漱
石
は
、
新
宿
に
生
ま

れ
、
新
宿
で
代
表
作
の
数
々
を
書
き
、
新
宿

で
亡
く
な
っ
た
、
新
宿
区
に
ゆ
か
り
の
深
い

作
家
で
す
。
誕
生
の
地
は
、
慶
応
３

（
1
8
6
7
）
年
１
月
５
日
（
新
暦
の
２
月

９
日
）
に
漱
石
が
生
ま
れ
た
家
の
跡
地
で

す
。
夏
目
家
は
牛
込
馬
場
下
周
辺
を
ま
と
め

る
名
主
の
家
柄
で
、
漱
石
は
５
男
３
女
の

末
っ
子
で
し
た
。
１
歳
で
塩
原
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
が
、
９
歳
の
と
き
に
塩
原
姓
の

ま
ま
実
家
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
建

つ
記
念
碑
は
漱
石
生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し

て
新
宿
区
が
建
て
た
も
の
で
す
。

新
宿
区
指
定
文
化
財

夏
目
漱
石
終
焉
の
地

（
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館

・
漱
石
公
園
）

夏
目
漱
石
が
明
治
40
（
1
9
0
7
）
年
９

月
か
ら
大
正
５
（
1
9
1
6
）
年
12
月
９
日

に
亡
く
な
る
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
で
、

「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ

ラ
ン
ダ
式
回
廊
を
持
つ
和
洋
折
衷
の
珍
し
い

建
物
で
し
た
が
、
空
襲
で
焼
失
。
新
宿
区
は

こ
の
地
に
「
漱
石
山
房
記
念
館
」
を
整
備

し
、
漱
石
山
房
の
一
部
を
再
現
す
る
と
と
も

に
、
漱
石
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
保
管
を

行
っ
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
漱
石
作
品
や
関

連
図
書
約
3
5
0
0
冊
を
そ
ろ
え
た
図
書
室

（
閲
覧
の
み
）
や
漱
石
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
江
戸・明
治
の
風
情
を
残
す
寄
席
」

新
宿
区
地
域
文
化
財

末
広
亭

末
広
亭
は
、
新
宿
区
地
域
文
化
財
の
第
１

号
。
東
京
に
４
席
残
る
落
語
定
席
の
ひ
と
つ

で
、
現
在
も
落
語
協
会
と
落
語
芸
術
協
会
が

10
日
ず
つ
交
代
で
興
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

客
席
は
１
階
と
２
階
が
あ
り
、
計
3
1
3

席
。
東
京
の
寄
席
と
し
て
は
唯
一
の
木
造
建

築
で
、
昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
の
建
築
で

す
が
、
１
階
に
桟
敷
席
が
あ
る
な
ど
江
戸
・

明
治
時
代
の
寄
席
の
風
情
が
色
濃
く
残
っ
て

い
ま
す
。

「
幕
府
鉄
砲
隊
出
陣
の
儀
」

新
宿
区
登
録
文
化
財

鉄
砲
組
百
人
隊
行
列

徳
川
幕
府
に
仕
え
江
戸
城
の
警
備
等
に
あ

た
っ
た
鉄
砲
組
百
人
隊
の
出
陣
の
儀
を
昭
和

36
（
1
9
6
1
）
年
に
再
現
し
た
行
事
で
、

鉄
砲
組
同
心
た
ち
が
信
仰
し
た
皆か
い
ち
ゅ
う
い
な
り

中
稲
荷
神

社
の
例
大
祭
で
、
隔
年
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

鉄
砲
組
の
行
列
は
百
人
町
周
辺
を
練
り
歩

き
、
出
発
地
点
を
含
め
た
８
カ
所
程
度
で
火

縄
銃
を
用
い
た
試
射
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

一
帯
の
町
名
「
百
人
町
」
は
、
鉄
砲
組
百
人

隊
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

夏目漱石誕生の地
（新宿区喜久井町１）

末広亭（新宿区新宿 3-6-12）

漱石山房記念館（新宿区早稲田南町 7）
開館 10 〜 18 時（入館は 17 時 30 分まで）、月曜休館
（休日の場合は直後の平日）、年末年始休、展示替による
臨時休館、通常展一般観覧料300円、小中学生100円（特
別展開催時は別途定めあり）

鉄砲組百人隊行列。三隊を編成し、具足をまとい火縄銃を担って町内を回っ
た後、火薬を用いて空砲を射つ演武
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３
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
持
つ

文
化
財
保
護
制
度

新
宿
区
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
保
存
し

未
来
に
継
承
す
る
た
め
、昭
和
58（
1
9
8
3
）

年
に
文
化
財
保
護
条
例
を
施
行
し
、
区
内
の

文
化
財
の
保
護
・
保
存
・
活
用
に
努
め
て
い

ま
す
。

文
化
財
が
決
定
す
る
ま
で
の
流
れ
は
、
新

宿
区
の
学
芸
員
や
文
化
財
協
力
員
（
区
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
が
資
源
調
査
を
行
い
、
区
内

の
文
化
財
の
把
握
を
し
ま
す
。
続
い
て
文
化

財
調
査
員
（
専
門
家
）
や
学
芸
員
等
が
調
査

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
指
定
・
登
録
文
化

財
は
、
取
り
扱
い
を
文
化
財
保
護
審
議
会
が

審
議
し
、
新
宿
区
教
育
委
員
会
に
答
申
し
、

教
育
委
員
会
が
決
定
し
ま
す
。
地
域
文
化
財

は
、
同
審
議
会
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
新

宿
区
教
育
長
が
決
定
し
ま
す
。

新
宿
区
の
文
化
財
に
は
文
化
財
保
護
条
例

が
施
行
さ
れ
た
年
に
創
設
し
た
指
定
文
化
財

と
登
録
文
化
財
、
平
成
23
（
2
0
1
1
）
年

に
創
設
し
た
地
域
文
化
財
の
３
つ
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
づ
け
が
異
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
文
化
財
の
中
か
ら
特
に
新
宿
区
の
歴
史

と
結
び
つ
い
た
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

「
内
藤
新
宿
の
閻
魔
大
王
」

新
宿
区
指
定
文
化
財

太た
い

宗そ
う

寺じ

の
閻え

ん

魔ま

像ぞ
う

と
奪だ

つ

衣え

婆ば

像ぞ
う

新
宿
区
の
区
名
は
甲
州
街
道
の
宿
場
の
ひ

と
つ
、
内
藤
新
宿
に
由
来
し
ま
す
。
甲
州
街

道
の
最
初
の
宿
場
は
高
井
戸
（
現
在
の
杉
並

区
）
で
し
た
が
、
日
本
橋
か
ら
遠
か
っ
た
た

め
、
江
戸
の
町
人
が
幕
府
に
願
い
出
て
、
譜

代
大
名
内
藤
家
の
江
戸
屋
敷
（
現
在
の
新
宿

御
苑
）
の
一
部
な
ど
を
返
上
さ
せ
、
新
し
い

宿
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

太
宗
寺
は
内
藤
新
宿
の
中
心
に
あ
る
寺
院

で
、
内
藤
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
11
（
1
8
1
4
）
年
に
安
置
さ
れ
た
閻

魔
像
は
「
内
藤
新
宿
の
お
閻
魔
さ
ん
」
と
し

て
江
戸
時
代
か
ら
信
仰
を
集
め
た
閻
魔
大
王

の
坐
像
で
、
当
時
の
錦
絵
に
も
描
か
れ
た
ほ

ど
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
閻
魔
像
の
左
側
に

安
置
さ
れ
て
い
る
奪
衣
婆
像
は
、
三
途
の
川

の
渡
し
で
亡
者
の
衣
類
を
剥
ぐ
こ
と
か
ら
こ

う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
太
宗
寺
境
内
は
「
新

宿
ミ
ニ
博
物
館
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
境
内

の
ほ
か
の
文
化
財
も
見
学
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
拝
観
は
日
中
の
み
。
無

休
。
拝
観
無
料
。

 

地
域
の
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
・
保
存
・
活
用
す
る
、
新
宿
区
の
文
化
財
保
護
制
度

奪衣婆像（左）と閻魔像（右）太宗寺閻魔堂（新宿区新宿2-9-2）

新宿区指定文化財
（現在130件）
●�区内の文化財で特に重要な�
もの
・現状のまま適正に保存・管理
・現状変更には区の承認が必要
・区が文化財説明板を設置
・文化財・観光マップ等に掲載
・�文化財保護奨励金を交付（毎
年１万円、建造物・無形・無
形民俗は３万円）
・�文化財保護補助金を交付（補
修等の際に総額の50％）

新宿区地域文化財
（現在47件）
●地域の歴史を継承するもの
・現状のまま適正に保存・管理
・現状変更の際は区に連絡
・認定プレートを交付
・文化財・観光マップ等に掲載

新宿区登録文化財
（現在54件）
●�区内の文化財で保存の必要が
あるもの
・現状のまま適正に保存・管理
・�現状変更の際は区に届出が必
要
・区が文化財説明板を設置
・文化財・観光マップ等に掲載
・�文化財保護補助金を交付（補
修等の際に総額の50％）

4

我が区の「おたから」〜 23 区の魅力を再発見〜

我が区のおたから_9月号.indd   4 2022/08/31   11:53

No.000 ◆◆区令和◆年◆月

14令和4年9月　No.390　新宿区



新宿区の「おたから」を
検索できる

新宿文化観光資源案内サイト
「温故知しん！じゅく散歩」
をぜひご覧ください。

「
文
豪
夏
目
漱
石
ゆ
か
り
の
地
」

新
宿
区
指
定
文
化
財

夏
目
漱
石
誕
生
の
地

明
治
の
文
豪
夏
目
漱
石
は
、
新
宿
に
生
ま

れ
、
新
宿
で
代
表
作
の
数
々
を
書
き
、
新
宿

で
亡
く
な
っ
た
、
新
宿
区
に
ゆ
か
り
の
深
い

作
家
で
す
。
誕
生
の
地
は
、
慶
応
３

（
1
8
6
7
）
年
１
月
５
日
（
新
暦
の
２
月

９
日
）
に
漱
石
が
生
ま
れ
た
家
の
跡
地
で

す
。
夏
目
家
は
牛
込
馬
場
下
周
辺
を
ま
と
め

る
名
主
の
家
柄
で
、
漱
石
は
５
男
３
女
の

末
っ
子
で
し
た
。
１
歳
で
塩
原
家
の
養
子
と

な
り
ま
し
た
が
、
９
歳
の
と
き
に
塩
原
姓
の

ま
ま
実
家
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
に
建

つ
記
念
碑
は
漱
石
生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し

て
新
宿
区
が
建
て
た
も
の
で
す
。

新
宿
区
指
定
文
化
財

夏
目
漱
石
終
焉
の
地

（
新
宿
区
立
漱
石
山
房
記
念
館

・
漱
石
公
園
）

夏
目
漱
石
が
明
治
40
（
1
9
0
7
）
年
９

月
か
ら
大
正
５
（
1
9
1
6
）
年
12
月
９
日

に
亡
く
な
る
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
で
、

「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ベ

ラ
ン
ダ
式
回
廊
を
持
つ
和
洋
折
衷
の
珍
し
い

建
物
で
し
た
が
、
空
襲
で
焼
失
。
新
宿
区
は

こ
の
地
に
「
漱
石
山
房
記
念
館
」
を
整
備

し
、
漱
石
山
房
の
一
部
を
再
現
す
る
と
と
も

に
、
漱
石
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・
保
管
を

行
っ
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
漱
石
作
品
や
関

連
図
書
約
3
5
0
0
冊
を
そ
ろ
え
た
図
書
室

（
閲
覧
の
み
）
や
漱
石
に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
江
戸・明
治
の
風
情
を
残
す
寄
席
」

新
宿
区
地
域
文
化
財

末
広
亭

末
広
亭
は
、
新
宿
区
地
域
文
化
財
の
第
１

号
。
東
京
に
４
席
残
る
落
語
定
席
の
ひ
と
つ

で
、
現
在
も
落
語
協
会
と
落
語
芸
術
協
会
が

10
日
ず
つ
交
代
で
興
行
を
続
け
て
い
ま
す
。

客
席
は
１
階
と
２
階
が
あ
り
、
計
3
1
3

席
。
東
京
の
寄
席
と
し
て
は
唯
一
の
木
造
建

築
で
、
昭
和
21
（
1
9
4
6
）
年
の
建
築
で

す
が
、
１
階
に
桟
敷
席
が
あ
る
な
ど
江
戸
・

明
治
時
代
の
寄
席
の
風
情
が
色
濃
く
残
っ
て

い
ま
す
。

「
幕
府
鉄
砲
隊
出
陣
の
儀
」

新
宿
区
登
録
文
化
財

鉄
砲
組
百
人
隊
行
列

徳
川
幕
府
に
仕
え
江
戸
城
の
警
備
等
に
あ

た
っ
た
鉄
砲
組
百
人
隊
の
出
陣
の
儀
を
昭
和

36
（
1
9
6
1
）
年
に
再
現
し
た
行
事
で
、

鉄
砲
組
同
心
た
ち
が
信
仰
し
た
皆か
い
ち
ゅ
う
い
な
り

中
稲
荷
神

社
の
例
大
祭
で
、
隔
年
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

鉄
砲
組
の
行
列
は
百
人
町
周
辺
を
練
り
歩

き
、
出
発
地
点
を
含
め
た
８
カ
所
程
度
で
火

縄
銃
を
用
い
た
試
射
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

一
帯
の
町
名
「
百
人
町
」
は
、
鉄
砲
組
百
人

隊
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

夏目漱石誕生の地
（新宿区喜久井町１）

末広亭（新宿区新宿 3-6-12）

漱石山房記念館（新宿区早稲田南町 7）
開館 10 〜 18 時（入館は 17 時 30 分まで）、月曜休館
（休日の場合は直後の平日）、年末年始休、展示替による
臨時休館、通常展一般観覧料300円、小中学生100円（特
別展開催時は別途定めあり）

鉄砲組百人隊行列。三隊を編成し、具足をまとい火縄銃を担って町内を回っ
た後、火薬を用いて空砲を射つ演武

5

新宿区

取材協力／新宿区

我が区のおたから_9月号.indd   5 2022/08/31   11:53

江
東
区

品
川
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荒
川
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渋
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